
  

日 時 ： 平成 29年 1月 15日（日）13時 30分～16時 45分（13時受付開始）  

場 所 ： 東京都庁第一本庁舎 5階 大会議場（定員５５０名） 

※定員に達した場合、ご参加をお断りすることがございます。  

対 象 ： 都内の認知症サポート医・かかりつけ医等の医師、認知症疾患医療センター職員、  

区市町村職員、地域包括支援センター職員等 

 

プログラム 

                         ≪司会 東京都医師会理事 平川 博之≫ 

挨 拶 東京都医師会長 尾﨑 治夫 

（5分） 東京都福祉保健局 高齢社会対策部長 西村 信一 

第１部 東京都の認知症施策について 

（15分）             東京都福祉保健局 高齢社会対策部 認知症対策担当課長 上野 睦子    

第２部 認知症の人と家族を支える支援体制の構築について 

（60分）東京都健康長寿医療センター 認知症支援推進センター長 認知症疾患医療センター長 粟田 主一  

～ 休 憩 ～（20分） 

第３部 パネルディスカッション～多職種協働による困難事例等への対応～ 

（60分：各 15分）                      ≪座長 東京都医師会理事 平川 博之≫ 

①地域における認知症サポート医の役割と活動について   葛飾区医師会監事 稲葉  敏  

②地域連携型認知症疾患医療センターにおける地域連携の取組について  

東京都済生会中央病院 認知症疾患医療センター長代理 荒川 千晶  

認知症疾患医療センター相談員 川端 奈緒  

③困難事例へのアプローチについて（認知症初期集中支援チームの取組等） 

町田市いきいき生活部高齢者福祉課 古川 歌子  

④認知症の人の家族の立場から     認知症の人と家族の会東京都支部代表 大野 教子  

～意見交換～（20分）※上記パネリストに加えて 

東京都健康長寿医療センター 認知症支援推進センター長 認知症疾患医療センター長 粟田 主一  

東京都医師会理事 安藤 高夫    

～質疑応答～（15分） 

閉 会   

公益社団法人 東京都医師会・東京都福祉保健局 共催 

認知症サポート医・かかりつけ医認知症対応力向上研修 

～認知症の人と家族を支える地域連携体制の構築に向けて～ 


